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 要  旨 
人工知能の分野では，一般的にエージェントの目的は設計者によって与えられ，エージェン
ト自らが目的を生み出すことは出来ない．この問題に対し，本研究では外部要素の影響（エ
ージェントの行動による環境の変化）を受けて変化する内部要素（内部状態と内部欲求）と
理想状態の差に着目し，内部欲求が理想状態に近付く行動をとる機構を実現するために
Recurrent Neural Network with Parametric Bias（RNNPB）を取り入れたアーキテクチャを
提案した．RNNPB はParametric Bias 層（PB 層）を用い，同じ時系列入力に対して異なる出
力を生成可能なニューラルネットワークである．提案アーキテクチャは，外部要素（外部
RNNPB）と内部要素（内部RNNPB）を有し，PB 層を共有する構成になっている．具体的には，
外部RNNPB はエージェントの行動を決定し，内部RNNPB は外部要素から影響を受けたエージ
ェントの内部状態を入力し，内部欲求を出力する仕組みになっており，エージェント自身が
内部欲求を理想状態に近付けるようにPB 層を更新する．提案アーキテクチャの有効性を示す
ために，コンピュータ上で保有カロリーがなくならないように，エージェントが果物を取り
あうゲームを例題に適用した．エージェントは最初，満腹時と空腹時に関する行動や欲求の
み学習し，あとは自身で欲求に基づき行動を変化させる．実験の結果として，内部状態の変
化に伴い，行動を切り替えることが出来ているかや，学習時とは異なるPB 値や異なる行動を
獲得していることを目的生成と捉え，分析した. その結果，次の知見を得た．(1)提案アーキ
テクチャに基づくエージェントは，状況に応じてPB 値を更新し，自律的に目的を変更・生成
することに成功した．これは，カロリーの変動に合わせて変化するエージェントの内部欲求
を理想状態と比較し，内部欲求が理想状態に近付くようにPB 値を変化させることで目的を変
更・生成できたことを示している(2)(i) 保有カロリー量に応じて行動を変化させる環境適応
型の目的を持つエージェント，(ii) 今以上の保有カロリー取得のために新たな行動を生成す
る問題解決型の目的を持つエージェント，及び，(iii) 今以上の保有カロリー取得をあきら
める行動を生成する問題放棄型の目的を持つエージェントの3種類に分けられることが明ら
かになった．その中でも，(3)環境適応型エージェントの持つ目的はもともと事前にあたえら
れていたが，目的の切り替えが可能であること，問題解決型と問題放棄型エージェントは事
前に与えられていない目的が生成されることが明らかになった． 
 
